








要約:平成 9 年 4 月より大分県ではコンピュータによる保健医療福祉ネットワークを整備

し、活用している。電子メールを使って新生児医療施設・保健所・療育施設の間で情報の

交換を行い、ハイリスク時の退院後の地域での育児支援を円滑に行うことを目的にしたも

のである。稼動後は活発に情報の交換がなされており、保健所の訪問指導も迅速に行える

ようになった。本ネットワークは大きな成果を挙げており、今後、医療福祉保健のネット

ワークを築き上げる上で一つのモデルとなり得ると考えられる。


